
広報

(3/28・黒木小学校)

萱瀬ダムかさ上け愉工事に伴い、移転新築された黒木小学校

(松尾守補校長)の落成式が3月28日、同小学校で行われまし
た。

新校舎は、かわらぶきの3階建て。多目的ルームと全校児

童がそろって食事のできるランチルームが設けられています。

周囲の素晴しい環境を生かし、内部にはふんだんに木材を使

用しておリ 、木の香リと温かみのあるレ ト口調の校舎です。

落成式に参加した子どもたちは、新学期からの新校舎での

授業を心待ちにしていました。
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交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
再
点
検

お
齢
制
v
す
切
実
白
日
制
鼠

3

市
内
の
あ
ち
こ
ち
で、

新
入
学

(
園
)
児
た
ち
が
胸
を
は
ず
ま
せ
て
登
校
し

て
い
る
姿
を
よ
く
み
か
け
ま
す
。
ま
た
、
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
お
年
寄
り
の

人
た
ち
が
、
活
発
に
屋
外
に
出
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
、
高
齢

者
の
道
路
横
断
中
の
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
少
し
で
も
交
通
事
故
が
減
少
す
る
よ
う
に
今
月
号
は
特
集
を
組
み、

平
成

6
年
交
通
事
故
発
生
状
況
お
よ
び
変
通
事
故
ゼ
口
に
向
け
て
の
対
策
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
人
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
6
年
中
、
全
国
で
交
通
事

故
に
よ
り
尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
人

は、

1
万

6
4
9
人
で
7
年
連

続
し
て
1
万
人
を
超
え
る
と
い
う
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
で
推
移

し
ま
し
た
。

一
方
、
県
内
で
交
通
事
故
に
よ

る
死
者
は
1
0
6
人
で
昭
和
弘
年

の
1
0
7
人
に
次
ぐ
悪
い
結
果
で

し
た
口
死
亡
事
故
の
特
徴
を
見
て

み
ま
す
と
、

-
飲
酒
が
ら
み
の
死
者
が
3
割
強

・
高
齢
者
が
全
体
の
2
割

-
若
年
運
転
者
の
事
故
が
6
割
強

・
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
者
が

全
体
の
6
割
強

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

中
で
も
飲
酒
運
転
は
全
国
的
に

み
て
も
ワ
ー
ス
ト
3
位
、
飲
酒
運

転
天
国
と
言
わ
れ
て
も
お
か
し
く

( 

な
い
結
果
で
し
た
D

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
警
察
で

は
、
平
成

7
年
を
「
飲
酒
運
転
根

絶
」
と
「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
」

対
策
を
重
点
に
、
諸
対
策
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
口

市
内
の
突
通
事
故

発

生

状

況

は

対前年比

4.9% 

% 

2.5% 

十 16

。

十 10

5年

327 

7 

397 

6年

343 

7 

407 

分

件数

傷者

死者

区

y又
7じ

生

状

j兄

平
成
6
年

2 -

市
内
の
受
通
事
故
の
状
況
内
訳

死
者
は
前
年
と
同
じ
で
し
た
が
、
発
生
件
数
、
負
傷
者
と
も

増
加
し
ま
し
た
。

死
亡
事
故
の
原
因
や
特
徴

-
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
事
故

・
わ
き
見
や
前
方
不
注
意
に
よ
る
事
故

・
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故

-
歩
行
者
、
特
に
高
齢
者
の
道
路
横
断
中
の
事
故

以
上
の
事
故
が
市
内
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

原
因
別
交
通
事
故
発
生
状
況

酒酔い4十過労4人交差点安全3人

徐之吋υ必芳警告ら人

J ¥ンドル，ブレーキ



春の全国交通安全運動

@司叩~ω匂盆⑬圃臼

運動のスローガン

「安全で住みよい郷土わが、街から」

市
民
1
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

に
つ
い
て
重
要
性
を
再
認
識
し
、

正
し
い
交
通
ル
l
ル
と
マ
ナ
l
の

実
践
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、

①
飲
酒
運
転
の
追
放
(
本
県
独
自

重
点
)

②
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故

③
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

で
す
。
安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
の
特

徴
は
、
マ
ス
ピ
ー
ド
違
反
が
最
も
多
い

マ
他
の
年
齢
層
と
比
較
し
、
カ
ー

ブ
事
故
の
割
合
が
目
立

っ
て
多
い

マ
シ
l
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
死
者
が

大
村
警
察
署
交
通
課
長
に
聞
く

平成7年 5月号広報おおむら

初
め
て
大
村
警
察
署
に
勤
務

す
る
の
で
す
が
、
大
村
市
の
第

一
印
象
は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
て

生
活
環
境
が
非
常
に
良
く
、
市
民

の
皆
様
は
温
厚
で
人
情
味
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
年
間

1
、
0
0
0
人
以

上
の
人
口
増
加
や
「
地
方
拠
点
都

市
構
想
」
に
基
づ
く
「
オ
フ
ィ
ス

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
計
画
」
「
エ
ア
フ

ロ
ン
ト
計
画
」
な
ど
発
展
と
活
力

の
あ
る
都
市
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

多
い
こ
と
な
ど
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
、

無
謀
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

高
齢
歩
行
者
の
人
は
、

マ
横
断
歩
道
の
な
い
場
所
で
も
横

断
す
る
こ
と
が
多
い

マ
車
の
直
前
や
直
後
を
横
断
す
る

警
察
で
は
、
地
域
住
民
の
人

の
力
と
関
係
機
関
・
団
体
と
の

共
創
力
に
よ
り
県
民
の
安
全
確

保
の
た
め
の
総
合
対
策

「地
域

安
全
総
合
対
策
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
大
村
市
を

高
齢
者
の
交
通
事
故
や
各
種
犯

罪
、
災
害
か
ら
守
る
た
め
「
高

齢
者
安
全
総
合
対
策
」
の
推
進

重
点
都
市
と
し
て
指
定
し
、
高

齢
者
を
守
る
諸
対
策
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
と
が
多
い

マ
信
号
を
無
視
す
る
こ
と
が
多
い

マ
道
路
の
端
か
ら
大
き
く
は
み
出

し
て
歩
く
こ
と
が
多
い
こ
と
な
ど

で
す
。
運
転
中
に
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
十
分
注
意
し
て
運
転
し
ま
し

ト
也
、

n
j

。
事
故
に
遭

っ
た
子
ど
も
の
場
合

で
多
い
の
が
、
下
校
時
と
買
い
物

の
途
中
で
す
。

こ
れ
ら
の
時
間
帯
(午
後
2
時

1
6時
)
に
は
、
子
ど
も
に
注
意

を
す
る
と
と
も
に
、

学
校
、
幼
稚

園
、
公
園
の
付
近
、
住
宅
地
の
道

路
、
駐
車
車
両
の
多
い
場
所
な
ど

を
通
行
す
る
と
き
は
、
飛
び
出
し

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ー

気
持
ち
が
急
い
だ
り
、
自
分
の

思
い
通
り
の
運
転
が
で
き
な
い
か

ら
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
、
車
間
距

離
を
つ
め
た
り
、
見
通
し
の
悪
い

交
差
点
で
の
一
時
停
止
を
怠
る
な

ど
、
危
険
な
こ
と
を
危
険
と
感
じ

な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
余
裕

あ
る
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
講
習
会
が
蛮
わ
り
ま
し
た

従
来
、
春
・
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
時
に
、
地
域
で
の
運
転
者

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

時
に
、
年
1
回
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
無
事
故

優
良
運
転
者
の
表
彰
も
年
1
回、

秋
の
運
転
者
講
習
会
の
場
で
伝
達

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
1
月
末
で
締
め
切
っ
た
春

の
無
事
故
優
良
運
転
表
彰
申
請
者

で
、
表
彰
該
当
者
に
つ
い
て
は
経

過
措
置
と
し
て
、

5
月
日
日
か
ら

却
日
ま
で
実
施
さ
れ
る
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
期
間
中
に
表

彰
を
行
い
ま
す
口
そ
の
日
時
と
場

所
に
つ
い
て
は
、
直
接
本
人
に
伝

達
す
る
こ
と
に
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
村
市
交
通
安
全

協
会
(
宮
⑭
0
1
1
0
)

• 家
族
で
話
し
合
お
う• 

「春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
こ

の
機
会
に
改
め
て
点
検
し
、
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
自
身

を
、
家
族
を
、
職
場
を
、
地
域
社

会
を
。
交
通
ル
l
ル
、
交
通
マ
ナ

ー
に
沿
っ
た
安
全
行
動
が
と
れ
て

い
る
か
、
交
通
安
全
を
阻
害
す
る

も
の
は
な
い
か
。
期
間
中
に
、
家

族
で

一
度
は
話
し
合

っ
て
み
ま
し

ょ、っ
。
そ
し
て
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る

交
通
安
全
教
室
や
運
転
者
講
習
会

な
ど
に
も
で
き
る
だ
け
参
加
し
、

実
技
講
習
や
適
性
診
断
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

もう加入されましたか

市民交通傷害保険
=ただ今受付中です=

5月加入分、 1口440円
( 1人2口まで)

総務課、各出張所申込窓口

保険料
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市

収

入

就
任
あ
い
さ
つ
を
す
る
梅
津
一

成
収
入
役

(
4
/
3
・
市
役
所
)

演回収入役退任

二長い間ご苦労さまでした二

ノJu
1又

梅

津

氏

演
目
前
収
入
役
退
任
に
よ
り
、

新
た
に
梅
津
一
成
氏
(
前
生
活
福

祉
部
長
・
日
歳
)
が
選
任
さ
れ
、

4
月
3
日
、
就
任
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。辞
令
交
付
の
あ
と
就
任
式
に
臨

ま
れ
た
梅
津
収
入
役
は
、
「
今
や
行

政
も
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
住
民

の
ニ
l
ズ
も
多
様
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
型
事
業
を
か
か
え
難

問
題
も
山
積
し
て
い
る
が
、
誠
心

誠
意
努
力
を
し
た
い
」
と
、
抱
負

3月31日付をもが、演田正男氏 (前収入役)

って収入役を退任されました。

演田氏は、昭和62年10月、収入役として就任

以来、大村市発展のためご尽力をしていただき

ました。

を
述
べ
ま
し
た
。

今
後
、
大
村
市
発
展
の
た
め

奮
励
努
力
さ
れ
ま
す
。

略
歴昭
和
初
年
市
役
所
入
り
、
市
立

病
院
事
務
部
次
長
、
市
議
会
事
務

局
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
3
年
4

月
か
ら
4
年
間
生
活
福
祉
部
長
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
式
の
あ
と
市
職
員
か
ら
花

束
を
贈
ら
れ
る
前
収
入
役
清
田

正
男
氏

(
4
/
3
・
市
役
所
)

長い間ご苦労さまでした。

大
村
市
長
崎
駐
在
員
が

素早い情報収集の拠点
国指定

天然記念物

配
置
さ
れ
ま
し
た

~

〈

B
F
L

K

…一J
争
議

官

〆
、

d
曹
、
宮

オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
が

市
が
県
の
各
部
局
と
密
接
な
関

係
を
保
ち
、
さ
き
が
け
て
情
報
を

得
、
効
率
よ
く
国
・
県
の
事
業
を

導
入
す
る
た
め
に
、

4
月
か
ら
「
大

村
市
長
崎
駐
在
員
」
が
配
置
さ
れ

ま
し
た
。

年
度
始
め
式
で
紹
介
さ
れ
た
佐

々
木
和
人
駐
在
員
は
、
「
市
と
県

と
の
橋
渡
し
を
し
た
い
。
い
ろ
い

ろ
な
機
会
が
あ
れ
ば
ご
活
用
い
た

だ
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。
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植
え
替
え
ら
れ
ま
し
た

平
成
5
年
8
月
の

7
号
台
風
で

倒
れ
た
国
指
定
天
然
記
念
物

「オ

オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
」
が
3
月
刊
日
、

植
え
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
は
、
昭
和
問

年
、
植
物
学
者
の
故
外
山
三
郎
氏

が
発
見
。
花
弁
が
2
段
咲
き
に
な

る
珍
し
い
桜
で
、
花
び
ら
の
数
は

多
い
も
の
で

2
0
0
枚
に
も
な
る

こ
と
か
ら
、
昭
和
お
年
に
県
、
必

年
に
国
が
そ
れ
ぞ
れ
天
然
記
念
物

に
指
定
し
て
い
ま
す
。

指
定
を
受
け
て
い
る
の
は
、
大

村
神
社
本
殿
前
に
植
樹
さ
れ
て
い

る
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
2
本
、
そ
の

う
ち
1
本
が
根
元
か
ら
倒
れ
た
も

の
で
、
文
化
庁
の
調
査
官
や
専
門

家
、
県
文
化
課
と
の
協
議
の
結
果

残
り
1
本
も
含
め
て
、
水
は
け
の

よ
い
客
土
に
代
え
、
そ
の
上
に
高

さ
初
仰
の
盛
り
土
を
し
、
植
え
替

え
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
大
村
の
市
花
と
し
て
大

切
に
し
、
か
わ
い
が
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

客
士
を
し
た
後
、
植
え
替
え
ら
れ

る
オ
オ
ム
ラ
、
サ
ク
ラ

(
3
/
日
・
大
村
神
社
)



旧
校
舎
で
最
後
の
卒
業
式

黒
木
小
新
校
舎
で
新

1
年
生
を
迎
え
る

市
内
各
小
学
校
で
卒
業
式
が
行

わ
れ
た

3
月
口
日
、
黒
木
小
学
校

で
、
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
校
舎

に
別
れ
を
告
げ
る
卒
業
式
が
あ
り

ま
し
た
。

旧
校
舎
は
萱
瀬
ダ
ム
か
さ
上
げ

工
事
に
伴
い
、
満
水
時
に
は

2
階

ま
で
水
没
。

こ
の
た
め
、
現
在
よ

ご
協
力
く
だ
さ
い

在校生との別れを惜しむ卒業生

り
高
い
隣
接
地
に
新
校
舎
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
松
尾
校
長
が
、

「
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
の
あ
る
旧

校
舎
は
解
体
さ
れ
ま
す
が
、
卒
業

生
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
在
校
生

が
新
し
い
校
舎
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

卒
業
生
の
井
手
と
も
子
さ
ん
ら

は
「
校
舎
が
な
く
な
る
の
は
寂
し

い
で
す
。
こ
の

6
年
間
み
ん
な
と

楽
し
く
過
ご
し
た
思
い
出
が
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
話
し
、
旧
校
舎
に

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

4
月
刊
日
の
入
学
式
で
は
、

4

人
の
新
1
年
生
が
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
入
学
。
小
学
生
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。

幸
町
付
近
の
国
道
例
号
は

渋
滞
緩
和
に
む
け
工
事
中
で
す

平成 7年 5月号広報おおむら

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
陥
っ
て
い
る
国
道
泊
号
の
幸
町
付
近
は
、
現

在
、
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

(
5月
末
ま
で
の
予
定
)
。

工
事
期
間
中
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
入
生
歓
迎
会
で
は
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
劇
や
踊
り
、
ゲ
ー
ム
も

あ
り
、
新
1
年
生
も
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新
校
舎
の
前
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

新

1
年
生

改
修 、

工
事
が
進
(む
幸
町回

目道 ~i
、己34r，'; 
さ士号 :~~; 

2~ ... ~:: 

1瓦
ストマ用装具
助成事業

二身体障害者手帳のない人にも

助成できるようになりました=

新
年
度
の
身
体
障
害
者
対
策
事
業
を
一
部
紹
介
し
ま
す

継
続
的
に
ス
ト
マ
用
装
具
(
人

口
勝
脱
・
紅
門
な
ど
)
を
使
用
さ

れ
て
い
る
勝
脱
ま
た
は
直
腸
機
能

障
害
者
に
対
し
、
ス
ト
マ
用
装
具

費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

国
の
現
行
制
度
で
は
、
直
腸
・

勝
脱
の
機
能
障
害
者
の
う
ち
身
障

者
手
帳
を
持
つ
人
の
み
が
ス
ト
マ

用
装
具
費
用
の
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
市
で
は
、
国
の
助
成
制
度
の
は

ざ
ま
に
あ
る
人
を
手
助
け
し
よ
う

と
、
身
障
者
手
帳
を
持
た
な
い
人

で
も
、
継
続
的
に
ス
ト
マ
用
装
具

を
必
要
と
す
る
人
を
対
象
に
、
助

成
が
受
ら
れ
る
よ
う
に
7
年
度
新

規
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
福
祉
課
福
祉
係

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

車
を
お
持
ち
の
重
度
障
害
者
に

ガ
ソ
リ
ン
券
を
助
成
し
ま
す

障
害
者
の
自
立
と
よ
り
広
い
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
自
家
用
車

を
使
用
さ
れ
る
重
度
障
害
者
に
ガ

ソ
リ
ン
券
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
助
成

を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の

人
と
生
活
を

一
に
す
る
世
帯
員
が

自
動
車
税
額
の
免
除
を
受
け
て
い

る
人
。

助
成
額

年
に
ガ
ソ
リ
ン
券
叩
枚

を
支
給
し
ま
す
。

※
利
用
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
と
の
重
複

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

盲
導
犬
育
成
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

重
度
視
覚
障
害
者
に
盲
導
犬
を

貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者

の
就
労
、
日
常
生
活
の
向
上
な
ど

社
会
活
動
へ
の
参
ノ
加
を
促
進
し
、

視
覚
障
害
者
の
福
祉
増
進
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

福
祉
課
に
申
請
を
さ
れ
た
後
、

県
が
側
福
岡
盲
導
犬
協
会
へ
盲
導

犬
派
遣
を
依
頼
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

福
祉
セ
ン
タ
ー
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設

こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
高
齢

者
・
障
害
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
事
業
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で

す
。
セ
ン
タ
ー
を
利
用
の
際
は
、

多
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。エレベーターのテープカ ット

を行う甲斐田市長ら (4/12)

- 5一



ト

一
『

d
E

…v

M
-水
力
-ス

平成7年 5月号

vさくらサミ、ソトで記念植樹
(4/7・高知県佐川町)

桜の名所を持つ全国の自治体から14市区町
村が集まって、今後の町づくりのあり方など

を話し合う「第7固さくらサミット」が4月
6・7日、高知県佐川町で開かれ、大村市か
らも甲斐田市長が出席。

「桜と食」をテーマに、地域の実情などを含

め熱心に意見受換がなされたシンポジウムや

各地を代表する桜の記念植樹、サミット共同

宣言の発表などが行われました。

只刊さ1:11

広報おおむら

.....特別入学の濡さん中学校進学へ
(3/20・市役所)

中国残留婦人だった祖母の招きで1昨年ハルビ
ンから両親と来日し、西大村小学校に特別入学し

ていた濡涼さん(日本名・青木春子さん)が3月20
日、甲斐田市長に卒業の報告をしました。

来日のときは、日本語が全く話せなかった濡さ

んでしたが、友達との遊びの中から少しずつ言葉

を覚えたとのことです。

甲斐田甫長は「中学校て、も胸を張って頑張って

くださしりと激励。〉馬さんは「将来、通訳の仕事

をするのが夢て*す」と流ちょうな日本語で話して

いました。

企元気いっぱいさわやかな汗.ゲ
(4/2.ロザ・モタ広場)

春の恒例行事としてすっかり定着している第9回“親
子の集い"野岳運動会 (松原地区健全協主催)が4月2
日、自然環境に恵まれた県立野岳公園「口ザ ・モタ広場」

で、地区の人たち約500人が参加して行われました。
この運動会は、野岳湖を築造した深沢儀太夫勝清翁の

遺徳をたたえるとともに、地区間の親睦と親子のきずな

を深めようと開かれています。

この日は、朝のうちは花冷えのする天気でしたが、競

技が進むにつれ次第に春のF勇気をとリもどし、ふろしき
を使つてのリレーやポールけり 、仲間さがしなど趣向を

凝らした出し物に、元気いっぱいさわやかな汗を流して

いました。

(1 

.....患を切らしながら挑戦

(4/1 .大村神社境内)

さくらまつり恒例の「ほら吹き大会」が4月
1目、大村神社境内で行われました。
患を吹き込むとほら貝を吹いたときのような

音が出る「貝吹き石」があり、その石を吹いて

音の大きさを競う部とほら貝に近い音色を競う

部の2部門が行われました。
真剣に吹いても、なかなか鳴らない「ほら石」

ですが、参加者は顔を真っ赤にしながら挑戦し

ていました。また、境内の特設ステージでは、

民踊や太鼓、力ラオケ大会などもあり、会場は

終始にぎわいました。

4
深
沢
翁
の
遺
徳
を
し
の
ぶ

(
4

/
日
・
野
岳
湖
記
念
碑
前
)

今
か
ら
約

3
3
0年
前
、
私
財
を
投
じ

て
野
岳
湖
を
築
造
、
農
業
振
興
に
寄
与
し

た
深
沢
儀
太
夫
勝
清
翁
の
遺
徳
を
し
の
ぶ

慰
霊
祭

(
野
岳
大
溜
池
水
利
組
合
主
催
)

が

4
月
日
目
、
野
岳
湖
の
慰
霊
碑
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
湖
畔
は
現
在
、
キ
ャ
ン
プ

場
や
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

u 

hv
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
続
出
!

(4
/
2
・
海
上
自
衛
隊
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
)

職
場
や
職
域
・
仲
間
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー

を
愛
す
る
人
た
ち
判
チ
ー
ム

(参
加
者
約

7
5
0人
)
が
集
ま
っ
た
「
市
民
サ
ッ
カ

ー
大
会
」
が

4
月

2
日
・

9
日
の

2
日
間

行
わ
れ
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
と
も
普
段
の
練
習
の
成
果
を

十
二
分
に
発
揮
。
必
死
に
ポ
ー
ル
を
追
い

か
け
る
姿
に
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。
(1
位
の
み
)

A
パ
ー
ト
:
・
植
松
教
会
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス

B
パ
ー
ト
・
・
・
ホ
ー
ク

C
パ
1

卜・
・・
長
崎
日
冷

F
C

D
パ
!
卜
:
・ゲ
ラ
ッ
パ

・
F
C

E
パ
!
ト
・:
ス
ー
パ
ー
チ
ユ
ウ
オ
ウ

F
パ
ー
ト
・
:
し
ゃ
っ
ぱ
ゲ
ル
ス

児
童
手
当
の
再
申
請
は

5
月
中
に
グ

- 6一

平
成
6
年
度
中
に
お
い
て
、
所

得
制
限
限
度
額
超
過
な
ど
に
よ
り

申
請
が
却
下
さ
れ
て
い
た
人
や
、

現
況
届
の
審
査
で
消
滅
に
な

っ
て

い
た
人
は
、

5
月
中
に
再
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

6
月
1
日
現
在
で
の
状
況
を
確

認
し
ま
す
の
で
、
次
の
条
件
に
該

平
成

8
年
歌
会
始

お
題
は
一
苗
」

詠
進
の
期
限

日
消
印
有
効
)

郵
便
の
あ
て
先
「
〒
聞
東
京
都

千
代
田
区
千
代
田
1
香
1
号

宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に

「詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
は
、
秘
書

9
月
初
日
出

(当

(. 

当
さ
れ
る
人
は
新
た
に
認
定
で
き

ま
す
。
平
成
4
年
6
月
2
日
以
降
に
出

生
さ
れ
た
児
童
を
養
育
し
、
平
成

7
年
度
の
所
得
制
限
限
度
内
の
人
。

(
公
務
員
の
人
は
除
き
ま
す
)

※
詳
し
く
は
市
民
課
記
録
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
と
は

国
・
都
道
府
県
・
市
岡
町
村
・

事
業
主
が
費
用
を
持
ち
あ
い
、
児

童
を
養
育
す
る
人
に
児
童
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に

お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
を

に
な
う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ

び
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

広
報
課
広
報
公
聴
係
に
あ
り
ま

す
。(約

M
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

図)

職

便番号郵

業 苗

生年月 氏ふり 住

カf

日名な所

(約33センチメートル)

式(書

阪
神
大
震
災
被
災
者
救
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

第
刊
は
回

ゐ

区

資
ウ
ォ
i
ク
ラ
リ

大

ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
!
と
は
、
年
齢

・
性
別
・
身
体
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
問
わ
ず
、
健
康
づ
く
り
、

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
楽
し
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

チ
ー
ム
編
成

1
チ
l
ム
2
人
以

上
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料
子
ど
も
1
0
0
円
、
大

人
3
0
0
円

期日 5月21日(日)

受 付午前 9 時~9 時30分

スタート午前10時

集合場所 向陽寮(西大村本町)

コース 3 kmコース・ 5kmコース

(どちらも昔のあそび体験コースです)

申
込
期
限

5
月
8
日
何

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
チ
l
ム
名
、

コ
1
ス
・
参
加
人
数
・
代
表
者

(
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
)
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
先
中
地
区
公
民
館
(
松
並

1
丁
目
2
4
6
1
5
8
⑬
1
3

7
6
)
 

一

郡
川
の
盲
然
に

J

一

一司、

親
じ
も
う
会
を
開
き
ま
ぎ

一

一
・

期

日

r5
月
舘
自
制
※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

一

一
・
場
所
郡
川
・
鬼
橋
の
上
流

一
・
問
い
合
わ
せ
増
川
〈
宮
⑮

7
3
4
9
)
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生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に

「変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
生

き
て
い
く
に
は
、
絶
え
ず
新
し
い

技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
必
要

に
迫
ら
れ
ま
す。

人
生
初
年
時
代

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
充
実

し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
は、

生

涯
に
わ
た

っ
て
自
ら
学
習
し
、
社

会
に
と
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
自
分

自
身
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は

・
・・

」
と
話
さ
れ
る
佐
古

さ
ん
。
こ
の
ほ
ど
、
生
涯
学
習
推
進
会

議
は

「生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
構
想
」
を
市
に
答
申
し
ま
し

た
。作
成
に
当
た
っ
て
は、

市
民
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
答

今
回
は
、
生
涯
学
習
ま
ち
もつ
く
り

の
推
進
構
想
を
答
申
さ
れ
た
、
生
涯

学
習
推
進
会
議
会
長
の
佐
古
亮
尊
さ

ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

申
の
内
容
は
、
で
き
る
だ
け
分
か

り
ゃ
す
い
文
章
に
し
よ
う
と
努
力

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
、

学
ぶ
場
所
や
学
ぶ
も
の
が
な
い
な

ど
の
意
見
も
あ
り
、
行
政
側
の
支

援
体
制
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
住
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
に

よ
っ
て
、
豊
か
な
ま
ち
。
つ
く
り
を

進
め
よ
う
と
い
う
構
想
で
す
」
と

も
語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

自
分
が
蓄
積
し
た
知
識
を
地
域
社

会
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
た

い
も
の
で
す
。

ご"5SEJESt;宥

第
初
回
全
国
選
抜
少
年
剣
道
錬
成
大
会

8 -

殊
勲
賞
・
敢
闘
賞
を
受
賞

...---、-'

受
賞
報
告
の
た
め
、
市
役
所
を
訪

れ
た
「大
村
剣
道
協
会
チ
l
ム
」
と

「微
神
堂
チ
i
ム
」
(
3
/
お
・市
役
所
)

茶

実言

AAE 

一
抹
の
緊
張
と
静
寂
の
中
で
、

沸
々
と
湯
の
た
ぎ
る
音
を
聞
き
な

が
ら
茶
を
点
て
茶
を
喫
す
る
ひ
と

と
き
。
そ
れ
は
日
常
の
煩
わ
し
き

を
忘
れ
無
心
の
境
地
に
な
れ
る
空

間
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「茶
実
会
」
は
、
表
千
家
の
茶
道

を
習
得
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

講
師
の
稲
生
キ
サ
子
先
生
の
気

さ
く
な
人
柄
の
お
か
げ
で
、
適
度

な
緊
張
感
の
中
、
程
々
に
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
け
い
こ

を
し
て
い
ま
す
。

第
初
回
全
国
選
抜
少
年
剣
道
錬

成
大
会
に
参
〆
加
し
た
、
殊
勲
賞
の

「
大
村
剣
道
協
会
チ
i
ム
」
と
敢
闘

賞
の
「
微
神
堂
チ
i
ム
」
が
3
月

m日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
田
中
助

役
へ
喜
び
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

大
会
は
3
月
初
日
に
茨
城
県
武

道
館
で
、
全
国
か
ら
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
3
6
1
チ
i
ム
が
出
場
。

全
国
の
強
豪
と
競
い
合
っ
て
、
み

ご
と
受
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

茶
道
は
、
一
見
窮
屈
で
困
苦
し

い
よ
う
で
す
が
、
茶
を
点
て
そ
れ

を
頂
く
ま
で
の
一
連
の
所
作
に
は
、

何
一
つ
無
駄
な
動
き
が
あ
り
ま
せ

ん
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
が
深
く

味
わ
い
の
あ
る
文
化
だ
と
思
い
ま

す
。何
事
も
始
め
が
肝
心
と
い
う
こ

と
で
基
礎
学
習
を
重
点
に
、
初
心

者
に
は
先
生
は
じ
め
経
験
豊
か
な

先
輩
が
、
丁
寧
に
指
導
さ
れ
ま
す
。

い
つ
で
も
気
軽
に
、
け
い
こ
風

景
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
菓
子
と
薄
茶
で
歓
待
し
ま
す
。

例

会

毎

月

第

1
・
2
・
3

月
曜
日
、

午
後
1
時
1
4時

場

所
中
地
区
公
民
館

連
絡
先
渡
辺
(
宮
⑬
3
3
8
9
)



市
内
に

4
つ
の
生
涯
学
習
拠
点
施
設
の
設
置
を
H

生
涯
学
習
ま
ち
"つ
く
り
の
推
進
構
想
を
答
申

大
村
市
生
涯
学
習
推
進
会
議
(
佐
古
亮
尊
会
長
)
は
、
こ
の
ほ
ど
「
大

村
市
の
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
構
想
」
を
市
に
答
申
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
市
内
の
各
種
団
体
の
代
表
な
ど
叩
人
で
構
成
さ
れ
、
市

の
諮
問
を
う
け
て
推
進
構
想
を
作
成
し
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
に
答
申
す
る
佐
古
亮

尊
会
長
(
中
央
)
(
3
/
引
・
市
役
所
)

推
進
構
想
は
平
成
5
年
度
に
発

足
。
①
総
論
、
②
推
進
体
制
、

③

生
涯
学
習
推
進
事
業
の
3
つ
の
大

き
な
項
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
の
総
論
で
は
、

「
今
、
な
ぜ

生
涯
学
習
か
」
と
い
う
生
涯
学
習

の
必
要
性
、
基
本
理
念
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

よ
り
良
き
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す

べ
て
の
住
民
が
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
生
涯
に
わ
た
る
学
習
の
機

耳
や
こ
と
ば
の
不
自
由
な
人
へ

電
話
お
願
い
手
帳
な
ど
を
寄
贈

平成 7年 5月号

3
月
3
日
の
耳
の
日
に
ち
な
ん

で、

N
T
T
大
村
営
業
所
(
坂
田

一
子
所
長
)
は
、
「
電
話
お
願
い

手
帳
」
な
ど
を
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
手
帳
は
、
耳
や
こ
と
ば
の

不
自
由
な
人
が
外
出
先
で
緊
急
な

連
絡
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
な
ど

広報おおむら

に
、
近
く
の
人
に
電
話
連
絡
を
お

願
い
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
で
す
。

今
回
贈
ら
れ
た
品
々
は
、
大
村

市
身
体
障
害
者
連
合
会
な
ど
に
配

布
。
早
速
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

贈
呈
品
目
電
話
お
願
い
手
帳
、

ふ
れ
あ
い
速
達
便
、
電
話
お
願
い

メ
モ

会
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
諸
条
件
の

整
備
や
「
生
涯
学
習
審
議
会
」
の

設
置
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
の
推
進
体
制
で
は
、
生
涯
学

習
を
柱
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
明

確
に
す
る
た
め
、
「
生
涯
学
習
都
市

宣
言
」
を
提
言。

ま
た
、
市
内
に

4
つ
の
生
涯
学
習
拠
点
施
設
を
設

置
。
学
習
活
動
を
援
助
す
る
専
門

職
員
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(生

涯
学
習
推
進
員
)
の
配
置
、
行
政

的
支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。

③
の
推
進
事
業
で
は
、

市
民
の

生
涯
学
習
へ
の
支
援
、
学
習
グ
ル

ー
プ
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
通
し
て
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
提
言
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
を
訪
れ
、
甲
斐
田
市
長
に

寄
贈
す
る

N
T
T大
村
営
業
所
の

坂
田
所
長

(
3
/
3
・
市
役
所
)

亀松さん 100歳
おめでとうございます

慨 I=IJす・摂

演

多
く
の
親
族
が
見
守
る
中
、
甲
斐
田

市
長
か
ら
演
さ
ん
へ
花
た
ぱ
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
3
/
げ
・
自
宅
)

E
E
 

郡中学校ヘテントを寄贈

郡
中
学
校
へ
テ
ン
ト
の
目
録
を

手
渡
さ
れ
る
福
田
照
明
会
長
岡

(
4
/
8
・
パ
ー
ク
ベ
ル
ズ
)

100歳を迎えられた潰亀松さん(黒丸町・明治28年

3月19日生まれ)を 3月17日、甲斐田市長が自宅を

訪れ、祝状・祝い金などを贈り長寿を祝い ました。

演さんは現在、洗面や歯みがきなど日常生活は自

分でされるほど元気。毎日、朝と晩に題目を唱え、新

聞にも日を通されているそうです。

また、黒丸踊りの伝承と後継者育成には多大な貢

献をされましたO

甲斐田市長は 「健康で長生きするのが一番。今後

は、市内の最長寿を目指して頑張ってくださしり と声

をかけると、演さんは 「皆さんのおかげで 100歳に

なり、この上ない喜び」 とお礼を述べられましたO

妻子の50周忌と 100歳を目標に生きてこられた演

さん、これからも長生きしてくださいO

大村中央ライオ ンズクラブ(福田照明会長、 52

人)はクラブ創立15周年を記念して、郡中学校へ

テント 5張約55万円相当を寄贈されましたO

ありがとうございましたO

市内の行事・催しなどを放送中

午前8時55分~
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Oインフォメーション大村ガイド

NBCラジオ毎週金曜日 午後 1時~

Oマイシティ マイタウン

FM長崎毎週土曜B



真ξ/

仕

事

で

忙

し

い

あ

な

た

健
康
管
理
し
て
ま
す
か

総
合
健
康
診
査
、
婦
人
が
ん
検
診
、
日

帰
り
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
健
康
管
理
の
た
め
に

受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
健
康
診
査

対
象
者

ω歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
基
本
健
康
診
査
(
問
診
、
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、

心
電
図
な
ど
て
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、
0
0
0
円
(
老
人
医
療
受

給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

者
、
利
用
券
提
出
者
は
無
料
で
す
)

婦
人
が
ん
検
診

対
象
者
初
歳
以
上
の
女
性

内
容
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

負
担
金
子
宮
が
ん

1
、
0
0
0
円
(
体

が
ん
は

7
0
0
円
増
)
、
乳
が
ん

4
0
0

円
(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
、
生
活
保
護
者
、
利
用
券
提
出
者
は

無
料
で
す
)

実
施
期
間
い
ず
れ
の
検
診
も
平
成
8
年

3
月
紅
白
ま
で
(
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
)

※
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
ま
で

実
施
医
療
機
関

-
総
合
健
康
診
査

お
お
つ
か
内
科
医
院
、
岡
内
科
医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
琴
尾
医
院
、
寺
井
医
院
、

と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
村
医
院
、

近
藤
医
院
、
さ
く
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

(
5
月

1
日
か
ら
)
、
津
田
胃
腸
科
内
科
医
院
、

早
田
内
科
医
院
、
田
崎
医
院
、
中
国
外
科

胃
腸
科
、
長
崎
医
院
、
長
野
病
院
、
野
口

内
科
こ
ど
も
医
院
、
原
医
院
、
フ
ジ
イ
胃

腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
牧
山
医
院
、
松
井
医

院
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
南
野
内
科
消
化

器
科
医
院
、
山
下
外
科
医
院
、
与
那
城
医

院
、
吉
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

-
婦
人
が
ん
検
診

大
村
中
央
産
婦
人
科
、
お
び
産
婦
人
科

医
院
、
後
藤
産
婦
人
科
医
院
、
長
野
病
院
、

福
田
産
婦
人
科
医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内

科
医
院日

帰
り
人
間
ド
ッ
ク

対

象

者

羽
歳
以
上
の
大
村
市
民
(
職
場

な
ど
で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
問
診
、
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

肝
機
能
、
腎
機
能
、
心
電
図
、
腹
部
エ
コ

ー
、
胸
部
X
線
検
査
、
胃
部
X
線
検
査
、

便
潜
血
検
査
な
ど

受
診
料

2
万
3
千
円

実
施
場
所

市
立
病
院

申
し
込
み
健
康
増
進
課

風しん任意予防接種か〉 予防接種

実施中

しん(はし麻

妊婦が妊娠初期に風しんにかかると、先天性異常児

(白内障、心臓奇形、難聴など)が生まれる心配があ

ー /百日咳¥

三種混合作フ子I)~I 
¥全皮 ↑暴 j豆Lノ

ります。

風しんにかかったことのない人や予防接種を受けて

いない人は、妊娠前に抗体検査を受け、抗体価の低い人

は予防接種をしておきましょう O

対象となる人 市内に住んでいる20歳以上の女性

料金 自己負担

申し込み・問い合わせ

O 

O 

をご覧

お子様の体調の良いときに受けられるよう年間を

通じて無料で実施しています。

詳しくは 『健康のしおりと国民健康保険」

くださしh

2 ⑫ 3850 

g ⑪ 1103 

E ⑫ 6015 

2 ⑬ 1123 

2 ⑫ 6124 

2 ⑮ 8355 

10 -

健康増進課予防係

水主町 2丁目

本 町

西大村本町

東三城町

古町 1丁目

大川田町

接種病(医)院

・大村中央産婦人科

.おぴ産婦人科医院

・後藤産婦人科医院

・長野病院

.福田産婦人科医院

・桝本産婦人科内科医院

O 

O 

健康子レホふサービス
ft 0958-26-5511 

月 鉄欠乏性貧血

月5 ~ 気胸の外科的治療

の 水 赤ちゃんの便秘
フー 木 最近の補聴器

金 おそろしい歯科治療の中断マ
土日 卵巣のこぶ (腫癌)



難
病
患
者
・
重
度
心
身
障
害
者
介
護
者
の
皆
さ
ん

見
舞
金
一を
支
給
し
ま
す

申
請
期
間

5
月
1
日
側
1
四
日
幽

申
請
先
福
祉
課
福
祉
係
(
申
請
書
を
用

意
し
て
い
ま
す
)

。
難
病
患
者
見
舞
金

見
舞
金
額

1
0
、0
0
0
円

支
給
対
象
者

4
月
1
日
現
在
、
市
内
に

引
き
続
い
て
1
年
以
上
住
所
を
有
す
る

(
住
民
登
録
を
し
て
い
る
)
人
で
、
「
長
崎

県
特
定
疾
患
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療

研
究
事
業
実
施
要
綱
」
の
対
象
と
し
て
指

平
成
フ
年
度

手

話

講

習

A
E
 

平成7年 5月号

あ
な
た
も
一
緒
に
手
話
を
習
い
ま
せ
ん

.刀

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
、
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
よ
う
情
報
の
保
障
を
行
う

手
話
通
訳
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
手
話
講
習
会
を
夜
間
に
開
催
し
ま

す
。
学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
お
勤
め
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
や
さ
し
い
手
話
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
口

期
間

5
月
日
日
か
ら
平
成
8
年
2
月
ま

で
毎
週
水
曜
日

時

間

午

後

6
時
初
分

1
8時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

広報おおむら

定
し
た
疾
患
に
か
か
り
、
現
在
医
療
機
関

で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の

保
護
者
。

必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
福
祉

課
指
定
の
証
明
書
(
小
児
慢
性
の
場
合
)

②
印
か
ん

③
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)

。
重
度
心
身
障
害
者
介
護
見
舞
金

見
舞
金
額

3
5
、0
0
0
円

好き

開
講
式

5
月
刊
日
側
、
午
後
6
時
加
分

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
別
途
か
か
り

ま
す
)
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
福
祉
セ
ン
タ
ー
手
話
講
習
会

会
場
申
込
締
切

5
月
紅
白
州

な
お
、
保
育
室
を
準
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
母
さ
ま
方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

支
給
対
象
者

4
月
1
日
現
在
、
市
内
に

引
き
続
い
て

1
年
以
上
住
所
を
有
す
る

(
住
民
登
録
を
し
て
い
る
)
人
で
、
そ
の
家

庭
に
在
宅
(
同
居
)
す
る

4
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
に
該
当
す
る
重

度
の
身
体
障
害
者
(
児
)
と
、
児
童
相
談

所
ま
た
は
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
の
判

定
に
よ
る
重
度

(
A
1
・
A
2
)
の
精
神
薄

弱
者
(
児
)
で
食
事
、
排
便
、
衣
服
の
着

替
え
な
ど
日
常
生
活
に
つ
い
て
介
助
を
要

す
る
人
を
日
常
介
護
し
て
い
る
人
。

必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

②
印
か
ん

③
介
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以

外
の
も
の
)

「
子
ど
も
た
ち
の
本
当
の

声
に
耳
を
傾
け
よ
う
」

児
童
福
祉
週
間

5
月
5
日
i
n
日

浴
場
組
合
の
ご
協
力
に
よ
り
、

子
ど
も

の
入
浴
料
を
割
り
引
き
ま
す
。

期
間

5
月
3
日
側

1
6
日
目

入
浴
料
・
中
学
生
・

:
2
8
0
円
を
5
0

円
、
-
小
学
生
・:
1
3
0
円
を
2
0
円

-
幼
児
:
・
(
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
)

7
0
円
を
無
料

協
力
浴
場
竹
松
湯
(
竹
松
本
町
)
、

乃
湯
(
玖
島
1
丁
目
)

看護の日は、ナイチンゲ

ールの生誕記念日の 5月12
日に制定されています。こ

の看護の日に、市民の皆さ

んに 「看護」の実際を体験

していただけるようにいろ

いろな催しを予定していま

す。皆さん多数ご参加くだ

さし」

内容

①シンポジウムー・看護に求められるもの

心に残った看護婦像)

②介護体験・ーリハ ビリ、拘縮予防、床ずれ予防、寝た

きりの人の更衣・足浴・歯磨きなど

③介護用品展・・・日時 5月12日働、午後1時~

場所 国立長崎中央病院地域医療研修センター

参加費用無料

問い合わせ 国立長崎中央病院

(ft⑫ 3121) 

看護の心をみんなの心に.ゲ

茂

長
崎
県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村

市
支
部
主
催
に
よ
る
春
季
慰
霊
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。

遺
族
な
ら
び
に
市
民
多
数
の
参

列
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

5
月
出
日
側
、
午
前
日
時

初
分

1
正
午

場

所

県

忠

霊

塔

(
三
城
町
)

※
遺
族
の
章
は
、
各
地
区
遺
族
世

話
人
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、

届
か
な
い
人
は
、
福
祉
課
、
各

出
張
所
ま
た
は
遺
族
会
事
務
局

で
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

春

季

慰

霊

祭

(それぞれの

看護の日実行委員会

「さくら荘J
開館記念演芸大会 j 
5月1日(月)、午前10時 j

30分 1
福祉センター 2階集会 l
室 」

皆さん多数のご来場をお待 1
ちしています

日時i

場l戸斤



合
併
処
理
浄
化
槽
の

法
定
検
護
料
に
対
し
て

補
助
金
老
交
村
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
者
は
、

使
用
を
開
始
し
て
か
ら

6
1
8
か

月
以
内
に

1
回
、
そ
の
後
1
年
に

1
回
、
定
期
的
に
浄
化
槽
の
水
質

に
関
す
る
法
定
検
査
を
受
け
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
平
成
7
年
度

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
の
法
定
検

査
料
(
浄
化
槽
法
※
第
日
条
検
査

料
)
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

金
額
は
左
記
の
と
お
り
と
な
っ

日霜閣

hHM
宵
只

E
t
申
奇

250 1 
5 

20 

槽人 槽人

7 6 、 、。 O 。 O 
円。 。
円

問
い
合
わ
せ

保
全
係

環
境
保
全
課
環
境

※第11条検査とは、浄化

槽の定期健康診断のよ

うなもので、定期的(年

1回)に浄化槽から放

流される水質や消毒薬

の量などを検査するこ

とです。

て
い
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
い
人

は
、
指
定
の
申
請
書
(
環
境
保
全

課
に
用
意
し
て
い
ま
す
)
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
法
定
検
査
料

の
領
収
書
の
写
し
を
添
付
し
て
環

境
保
全
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
補
助
の
対
象
と
な
る
合

併
処
理
浄
化
槽
は
、
市
の
補
助
金

を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

良い戸 (4月10日〉にちなんで

と

公

皆

環

び
一

よ

い

の

お

行

事

園

を

ザ

行

和

整

h
j
i
山
ンヤ
ギ
の

o

清

調

o

w--ぢ
4

こ

た

・

や

た

一ア
小
今
日
一

、

し

一

修

し

ヨ
一
話

主

も

ま

タ

補

ま

日
L陸
住

)

い

ン

の

れ

人

行

セ

具

ば

合

年

建

さ

に

ま

工

坂

刊

を

祉

建

喜

組

ω
を

て

事

い

木

(

.

動

福

の

変

具

和

旧

し

行

で

村

合

表

活

、

所

大

建

昭

山

と

な

ん

大

組

代

仕

は

育

ら

国

、

リ

日

ま

組

、

同

一

奉

年

保

か

全

は

か

の

ざ

り

が

協

馨

て

今

各

ん

で

か

具

ま

取

す

業

井

し

立

さ

ボランティア活動

海
外
引
揚
切
周
年

写
真
・
資
料
・
手
記
ぼ
し
ゅ
う

山
口
県
長
門
市
の
仙
崎
港
は
、

戦
後
間
も
な
く
引
き
揚
げ
港
に
指

定
さ
れ
、
約
1
年
間
に
わ
た
り
約

位
万
4
千
人
の
引
き
揚
げ
者
を
迎

え
入
れ
ま
し
た
。
長
門
市
で
は
、

引
き
揚
げ
閃
周
年
を
記
念
し
、
ま

た
平
和
の
尊
さ
を
か
み
し
め
る
た

め
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

茎
具
・
資
料
・
手
記
を
募
集
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
口

①
写
真
・
資
料
昭
和
初
年
当
時

愛

鳥

週

の
引
き
揚
げ
に
関
す
る
写
真
・
資
料

②
手
記

(4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

に
何
枚
で
も
結
構
で
す
)

-
引
き
揚
げ
体
験
者

・
引
き
揚
げ
援
護
局
の
業
務
従
事

者
提
出
期
限

5
月
紅
白
州

提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
加

1
4
山
口
県
長
門
市
東
深

川
1
3
3
9
1
2

長
門
市
役
所

商
工
観
光
課
(
宮

0
8
3
7
⑫
1

1
3
7
)
 

間

5
月

m日
i
m日

あ
そ
ぼ
う
語
ろ
う
ふ
れ
あ
お
う

世
界
禁
煙
デ
!

禁
煙
迫
間

5
月
引
日

5
月
引
日
'Egg--
、、

l'J6
月
6
日

12 -

た
ば
こ
の
害
は
、
が
ん
や
さ
ま

ざ
ま
な
成
人
病
の
危
険
因
子
で
す
。

ま
た
、
ま
わ
り
の
人
の
健
康
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
保
健
機
関

(
W
H
O
)
で

は
、
毎
年
5
月
況
日
を
「
世
界
禁

煙
デ
l
」
と
し
、
た
ば
こ
と
健
康

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も

ジャ'j'¥ン工キスポ佐賀'96

平成 8年、「やきもの」を通して、人と自然と技術の未

来が出会い、地域と世界が交流する九州で初のジャパン

エキスポ 「世界・ の博覧会」が開催されます口長崎県地

域サテライト会場は、 「や きもの」の産地の波佐見町と三

川内地区。そしてハウステンポス。参加する人の数だけ

夢がひろがる博覧会です。 どうぞご期待ください。 に
、
一
日
の
禁
煙
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
国
で
は

5
月
紅
白
か
ら

6
月
6
日
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し

て
い
ま
す
。

各
職
場
、
事
業
所
や
各
家
庭
で

は
世
界
禁
煙
デ
l
に
続
く
1
週
間

を
禁
煙
週
間
と
し
ま
し
ょ
う
。

平成 8 年 7 月 19日 ~10月 13日 (87日間)

・主会場(第1会場〉有団地区 (第2会場)九州陶磁文化館
・吉野ヶ里サテライト会場

・地域サテライト会場〔佐賀県〕佐賀市、唐津市、伊万里市、武雄市

〔福岡県〕福岡市、小石原村、赤池町

〔長崎県〕波佐見町、佐世保市三川内地区、ハウステンポ:ス

問い合わせ 長崎県物産振興課訟の博覧会準備班

〒850-70長崎市江戸町2-13 H0958⑮5904 

会期

会場



=うっかり忘れていた方=

受付を始めています

昨
年
日
月
、
年
金
法
改
正
が
あ

り
、
今
年
の
4
月
か
ら
次
の
よ
う

な
特
例
が
で
き
ま
し
た
。

①
第
3
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出

②
日
歳
以
上
初
歳
未
満
の
人
の
任

意
加
入
の
特
例

第

3
号
被
保
険
者

の

特

例

届

出

昭
和
白
年
4
月
か
ら
、
第
3
号

被
保
険
者
(
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
)
は
届
け
出
を

行
う
と
、
保
険
料
は
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
が
ま
と
め
て
負
担
す
る

た
め
、
個
別
に
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
届
け
出
を
し
な
か
っ

た
り
、

2
年
以
上
遅
れ
て
届
け
た

場
合
、
そ
れ
以
前
の
分
が
保
険
料

納
付
済
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
年
金
制
度
改
正
で
、
昭

和
臼
年
4
月
以
降
で
こ
う
し
た
未

届
期
間
や
届
け
出
が
遅
れ
た
た
め

、

‘
d
R

平成 7年 5月号広報おおむら

特選 (諌早社会保険事務所長賞)

「スイカ割り風景」

福田久幸さん(植松1丁目)の作品

未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
は
、
平

成
9
年
3
月
ま
で
に
特
例
屈
を
行

え
ば
保
険
料
納
付
済
期
間
と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

特
例
届
勧
奨
状
が

送
付
さ
れ
ま
す

次
の
よ
う
な
人
に
は
、
今
月
末

ご
ろ
ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
「
特
例
届
勧
奨
状
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
署
名
捺
印
の
う
え

市
役
所
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
第
3
号
被
保
険
者
該
当
届
は
提

出
し
た
が
、

2
年
以
上
遅
れ
た
た

め
未
納
期
間
が
生
じ
た
人

②
第
3
号
被
保
険
者
該
当
届
は
提

出
し
た
が
、
そ
の
後
配
偶
者
が
退

職
し
た
り
加
入
す
る
年
金
制
度
が

変
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
変
更

届
を
提
出
し
て
い
な
い
人

③
第
3
号
被
保
険
者
該
当
届
と
配

偶
者
の
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期

間
に
違
い
が
あ
る
人

④
既
に
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人

で
、
第
3
号
被
保
険
者
期
間
で
未

納
と
な
っ
た
分
が
減
額
さ
れ
て
い

る
人
⑤
第
3
号
被
保
険
者
期
間
で
未
納

と
な
っ
た
期
間
が
あ
っ
た
た
め
、

受
給
資
格
期
間
不
足
と
な
り
受
給

で
き
な
い
人

昭
和
臼
年
4
月
以
降
第
3
号
被

保
険
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
届
け
出
を
し
て
い
な
い
人
に
は

こ
の
特
例
届
勧
奨
状
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
第
3
号
被
保
険
者

該
当
届
お
よ
び
特
例
届
を
健
康
保

険
証
(
被
扶
養
配
偶
者
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
)
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
健
康
保
険
証
が
添
え
ら

れ
な
い
と
き
は
、
配
偶
者
の
勤
務

先
の
扶
養
期
間
証
明
書
が
必
要
で

す
。こ
の
特
例
届
出
期
間
は
平
成
9

年
3
月
ま
で
の
2
年
間
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
該
当
さ
れ
る
人
は
必

ず
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

・
特
例
届
勧
奨
状
は
年
金
係
へ

・
第
3
号
被
保
険
者
該
当
届
お
よ

び
特
例
届
は
市
民
課
へ

防
歳
以
上
初
歳
未
満

の
任
意
加
入
の
特
例

国
民
年
金
の
加
入
資
格
は
初
歳

か
ら

ω歳
未
満
の
国
民
全
員
で
す

が
、
資
格
期
間
が
不
足
し
た
り
、

満
額
に
近
い
年
金
を
希
望
す
る
な

ど、

ω歳
か
ら
臼
歳
に
な
る
ま
で

任
意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

今
回
の
年
金
制
度
改
正
で
は
、

日
歳
ま
で
に
年
金
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、
何
歳

に
な
る
ま
で
の
う
ち
資
格
期
間
を

満
た
す
こ
と
と
な
る
ま
で
、
特
例

的
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は
、
平
成
7
年

4
月
1
日
以
降
初
歳
以
上
の
人
で

日
歳
ま
で
に
年
金
受
給
資
格
期
間

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
で

す
。特
例
任
意
加
入
の
申
し
出
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
年
金
加
入
期
間

お
よ
び
合
算
対
象
期
間
の
確
認
が

/ ぺ長移ノ老齢基礎年金の
受章~ I/年金額がかわります

で
き
る
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

この額は20歳から60歳になるまでの40年間(加入可

能年数)すべて保険料を納めた場合です。保険料を納

めた期間が40年に満たない場合は、その期間に応じて

減額されることになり、次の計算式により計算した額

が年金額になります。

=満額でワ8万5，500円二

老齢基礎年金の計算式

保険料を納めた月数+保険料を免除された月数×き
785，500円×

加入可能年数X12(月)
(保険年金課年金係)

q
J
 

¥て



軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
付
け
ま
す

ー
受
付
期
限
は

5
月
凶
日
ま
で

l

減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

等
と
は
、
身
体
障
害
者
等
が
取
得

し
ま
た
は
所
有
す
る
も
の
(
年
齢

凶
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
お
よ

び
精
神
障
害
者
は
、
そ
の
者
と
生

計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る
も

の
)
で
、
も
っ
ぱ
ら
当
該
身
体
障

害
者
等
の
通
学
・
通
院
・
通
所
、

も
し
く
は
生
業
の
た
め
に
当
該
身

体
障
害
等
、
ま
た
は
そ
の
者
と
生

計
を
一
に
す
る
者
が
運
転
す
る
も

の
で
す
。

手
続
き
は
次
の
通
り
で
す
。

持
参
す
る
も
の

①
納
税
通
知
書
兼
領
収
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
手

行政についての

ご相談はお気軽に
5 月 21 日 ~27 日・

議題行裁報畿のお知らせ

-春の行政相談週間

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
の

公
費
負
担
に
係
る
患
者
票
お
よ
び

精
神
障
害
の
状
態
に
関
す
る
証
明

書
で
、
交
付
の
日
か
ら
一
年
を
経

過
し
て
い
な
い
も
の

③
運
転
免
許
証

④
印
か
ん

⑤
車
検
証

申
請
期
間

納
税
通
知
書
兼
領
収
書
が
お
手

元
に
届
い
て
か
ら
、
納
期
限
の

7

日
前
(
平
成
7
年
5
月
M
日
)
ま
で
。

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
減
免
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

お互いの人権を守って

住みよい

明るい社会づくりを

~6 月 1 日は人権擁護委員の日~

人
権
は
、
私
た
ち
が
平
和
に
生

き
て
い
く
う
え
で
、
最
も
大
切
な

権
利
で
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守

っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
た
い

も
の
で
す
。

隣
人
問
題
や
い
じ
め
な
ど
で
お

税
務
課
市
民
税
係

国・県・市町村・公団・公庫などの仕事

で、説明ややり方が納得できない、窓口や手

続きがわからない、こうしてほしいなどの不

満や疑問がある方、お気軽にご相談ください。

相談は無料で秘密は固く守られます。

月 日 場所

5月22日(月) 松原出張所|

5月24日(剥 福重出張所

5月26日働 萱瀬出張所

午前 9時~正午まで

。 行政相談員(敬称略)

・松本健次 三城町 (宮⑬0155)
・西川美盛諏訪 2丁目 (宮⑬1341)
・森上枝諏訪 1丁目 (宮⑫6744)
定例行政相談日 毎月第 2木曜日、午前 9時

30分~正午、市役所市民相談室

※時間

長
崎
地
方
法
務
局
江
口
大
村
支
局

長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
る
山

口
清
さ
ん
同

(
4
/
6
・
市
役
所
)

翠悩み
の
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
人
権
擁
護
委
員
(
敬
称
略
)

・
石
橋
正
夫
久
原
1
丁
目

(
宮
⑬
6
0
9
4
)

・
錦
戸
貞
子
木
場
1
丁
目

(
宮
⑬
0
1
9
7
)

・
(
〈
口
本
康
子
杭
出
津
2
丁
目

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

達
人
に
な
り
ま
し
ょ
う

~A、 L
'"' ，、

連
続
休
暇
の
普
及
・
拡
大
に
つ

い
て
は
、

平
成
4
年
目
月
に
閣
議

任
期
満
了
に
伴
い
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
る
口
木
常
贋
さ
ん
回
、
ご
く

ろ
う
さ
ま
で
し
た
。
(
%
・
市
役
所
)

(
宮
⑬
3
2
7
5
)

清

玖

島

2
丁
目

(
宮
⑬
4
4
3
3
)

※
市
役
所
で
の
定
例
相
談
は
「
毎

月
第
1
木
曜
日
、
午
前
日
時
1

午
後
3
時
ま
で
」
で
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

山
口

決
定
さ
れ
た

「労
働
時
間
短
縮
推

進
計
画
」
に
お
い
て
、
労
働
時
間

短
縮
の
重
点
策
の

一
つ
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

連
続
休
暇
は
、
普
段
な
か
な
か

で
き
な
い
レ
ジ
ャ
ー
や
趣
味
を
楽

し
む
な
ど
、
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。

も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
は
連

続
休
暇
で
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
し

ょ、っ
。

(
労
働
省
・
長
崎
県
労
働
基
準
局
)

ー
人
権
擁
護
委
員
っ
て

こ
ん
な
人

1
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人
権
擁
護
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
で
国
民
の
基
本
的
人
権

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
絶
え
ず

監
視
し
、
も
し
、
侵
害
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
相
談
相
手
に
な

り
、
適
切
な
処
置
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
っ
て
救
済
を
は
か
り
、
ま
た
、

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

で
人
格
識
見
が
高
く
、
広
く
社
会

の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
理

解
の
あ
る
人
を
市
町
村
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方
が

た
で
す
。

「〉

l
i
i
i
i
!
j
i
l
-
-
J

家
内
労
働
旬
間

5
月
幻
日

i
引
日

渡して築く

互いの信頼J

『家内労働手帳家
内
労
働
(
内
職
)
に
関

す
る
ご
相
談
は
長
崎
労
働
基

準
局
賃
金
課
(
宮

0
9
5
8

一
⑬
6
3
4
3
)
へ
お
気
軽
に

…

…
ど
う
ぞ
。

一



広報おおむら 平成7年 5月号

申央・恕かちく公民舘豊穣欝躍のと護碍
(中央公民館 〉 (幸町25-33 ft 54-3161) 

教
戸主』 名 内 台円骨唱 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

宇宙への旅立ち 四季折々の夜の惑星や星座を親子で楽し 5 月 20 日出~2 月 17 日 (土) 小学3年~
親子スターウォッチング く観測します。(資料代・ 1組 500円) まで計8回 中学3年生の 野口 弘満

午後 7 時~9 時 親子 20組

心にやすらぎを 多忙な日常生活の中において、心の潤い 5 月 24 日制~2 月 28 日同 成 人
クラシック・コンサ一卜 を求めてクラシック音楽の世界へ案内し まで計10回 公民館主事

ます。 午後 7 時~9 時 30人

おおむら再発見 大村を通る長崎街道沿いの文化財を知り、 5 月 22 日 (月)~6 月 26 日 (月) 成 人
長崎街道を歩く 実際に松原から諌早までを歩き、大村の まで計4回 森崎兼贋

今昔を探索します。 午前10時~正午 20人

私も国際派 あいさつなど生活の中で使われる、日常 5 月 24 日 (水)~ 7月12日嗣 成 人
はじめての英会話 英会話について楽しく学習します。 まで計8回 古賀 裕世

午後 1 時30分~3 時30分 20人

ボランティアつてなに ? いきいきした生活をもとめ、広い視野に 5 月 27 日出~2 月 24 日 (土) 中学 1年~
たつボランテイアについて言苦ります。 まで計8回 高校3年生 各専門講師

~中・高生入門講座~ 第4土曜日に新しい挑戦を C 午前10時~正午 30人

市民大学講座 (1 ) ①女と男の自立のために ②女と男が創 5 月 30 日 (刈~6 月 13 日向 成 人
女と男の老年学

る高齢社会 ③女と男がささえあう老い
まで計3回 増田樹郎の3つのテーマで、これからの高齢化社

~共生としての老い~ 会について考えます。 午後 7 時~9 時 30人

市民大学講座 (2) ①子どもの発達と心理 ②'L.、子どもの悩み 6 月 20 日 (刈~7 月 4 日比) 成 人
子どもの心理学

とかっとう ③子どもの を聞く の3
まで計3回 長尾 博つのテーマで、 子どもの心について考え

~豊かな親子関係を~ ます。 午後 7 時~9 時 30人

21世紀に向けて、これからの局
高齢者の健康づくり、生きがいづく り、 6 月 22 日 (木)~3 月 22 日 (金) 高齢者

齢者の生き方をさぐる
時事問題、郷土史、 高齢者と生涯学習、 まで計10回 (60歳以上) 各専門講師

高齢者大学講座 研修旅行ほか。(運営費として 1.000円) 午後 1時30分-3時30分 150人

(なかちく公民館 〉 (松並1丁目246-5 ft 53-1376) 

教 室 名 内 円台そ可 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

チャレンジキャンプ 自分で歩き、自分で考えた食事を作り、 8月2日(水)-6日(日) 小学4年~ 宮路清正
自然に抱かれて眠る。自分の可能性に挑 4 i白5日 高校3年生

inおおむら 戦してみませんか。レyツ・チャレンジ。 1泊事前研修 6月から2回 15人 大村レク協会

リズム・歌・ダンス ・自然とのふれあい 5 月 15 日 ~7 月 17 日 3~4 歳児 平野サキ子

なかよ しラン ド
を通して、こどもの豊かな成長と、親子

毎週月曜日(10回) を持つ親子 峰 ひとみのふれあいを深めます O
※親子の氏名・年齢を忘れないように 午前10時-11時 36組 永岡敦子

こどもたちの夢を大きく膨らます大型紙 5月22日-6月19日 成 人 協力:
大型紙芝居を作ろう 芝居づく りをお手伝いし ませんか。はじ 毎週月曜日 (5回)

おはなしの会めての人でも大丈夫です。 午後 l時-3時 15人

最近大村に転入された奥さまを対象に、 5月17日-7月19日
婦 人

転入奥さま講座
概況、方言、史跡めぐり、観光地 ・施設 毎週水曜日(10回)

各専門講師見学、郷土料理、仲間づくりなどについ 午前10時~正午後 23人
て楽しく学習します。 屋外学習は午 3時まで

高齢者のための 高齢社会を生き甲斐をもって生きるため 5 月 1 9 日 ~7 月 21 日 60歳以上

健康づく り教室
には、まず健康から。高齢者用の体操を 毎週金曜日(10回) 自筆 ひとみ
通して健康づくりをお手伝いします。 午後 1時30分-3時 30人

いざという時あわてないで、お父さんλ/ 5月19日-7月21日 成人男子
男の手料理教室

料理の基礎からちょっ と手の込んだもの
毎週金曜日(10回) 虞中恵子や簡単なパン・ケーキまでを楽しく学習

します。 午後7時-9時 25人

学校週 5日制対応事業として、簡単な木 5 月 27 日 ~ 11 月 25 日 小学3年
こども工作教室 工 -竹細工などを通して子どもたちのふ 毎月第4土曜日 (7回) 中山新一郎

れあいの場をつくります。 午前10時~正午 -6年生

健康づくりは、まず楽しく歩くことから 5 月 28 日 ~12月 17 日 成人または
健康ウォーキング

はじまります/'大村近郊の野山を自然と
毎月 I回、日曜日 (8回) 池野和義対話しながらゆっくりペースで月 1回歩 家族連れ

きます O 午前 9時~午後3時

申込期限 5月8日(月) 受講料は無料(教材費は実費)

申込方法 往復ハガキに、住所・氏名・年齢(学校名、学年)・性別・電話・希望する講座名を一葉に

一講座を書いて申し込んでください。 申込多数の場合は抽選します。

申し込み・問い合わせ 各公民館へ
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電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

5
月
同
日
制
、
午
後
1
時

O
T
 

司
べ
u
f
1ノ

場
所
市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
か
ん
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
亮
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開

始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

ー
大

卒

程

度

l

①

I
種
試
験

資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日
1
0

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

第
一
次
試
験

6
月
日
日
目

②
国
税
専
門
官

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
1
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

第
一
次
試
験

6
月
げ
日
出

・
同

日
日
③
労
働
基
準
監
督
官

資
格
昭
和
但
年
4
月
2
日
1
的

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

第
一
次
試
験

6
月
口
日
国

・
日

口
υ
口一一

④
一H
種
試
験

(今治会)良司自§さも弐@
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入~二/戸

資
格
昭
和
剖
年
4
月
2
日
i
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
特
例

あ
り
)

第
一
次
試
験

7
月
2
日
目

⑤
法
務
教
官

資
格
昭
和
引
年
4
月
2
日
j
羽

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
特
例

あ
り
)

第
一
次
試
験

6
月
口
日
出

申
込
期
閉

め
⑦
⑦
ぬ
⑤
い
ず
れ

も
5
月
8
日
明
1
日
日
刊

問
い
合
わ
せ
人
事
院
九
州
事
務

局

(
2
0
9
2
・
4
3
1
・
7
7

3
3
)
 

※
国
税
専
門
官
に
つ

い
て
は
、
諌

早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)

で
も
お
尋
ね
に
な
れ
ま
す
。

大村子ども劇場

~車のいろは空のいろ~
期日 5 月 19 日 (台、午後 6 時30分~8 時

会場市民会館

主催大村子ども劇場

連絡先佐戸 (ft⑬ 70 63) 

墓

地

開

放

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
開

隊
記
念
日
行
事
と
し
て
基
地
が

一

般
に
開
放
さ
れ
ま
す
。
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
。

期
日

5
月
お
日
岡山

場
所
大
村
航
空
基
地

催
し
も
の
航
空
機
地
上
展
示

・

訓
練
風
景
な
ど
パ
ネ
ル
展
示

・ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
体
験
搭
乗
・

そ
の
ほ
か
記
念
日
行
事
な
ど

問
い
合
わ
せ
基
地
広
報
室

(宮

⑫
3
1
3
1
)
 

英

会

話

教

室

コ
ー
ス
・
日
時

・
初
級
・
中
級

(中
学
生
以
上
の

一
般
)
・:
月

・
水
・

金
曜
日

-
子
ど
も
(
幼
稚
園
・
小
学
校
)
:

親子映画会今瓦

視聴覚ライブラリー

※ i場 ※
ニ 詳セ 所 5
テし ン 月
イくタ 向 31
1は l陽 日
セ 、(国 側
ン 向常際
夕 陽盤コ入
i国保ミ会
2 際育 ユ締
正五コ憶|ニ仇

⑭ ミ跡テ切
9 ユ ) イり

( 国際ソロプチミスト大村 /祖国区¥
認証10周年記念コンサート

ソプラノ歌手中津桂 ピアノ三浦洋一

日時 5月9日ω、午後 7時~
場所市民会館

入場料 2 .0 0 0円

問い合わせ上田 (ft⑫ 35 0 5) 
中還桂氏

金
曜
日

8
9
0
)
ま
で

カトレアコーラス
そよ風コンサート

~西海の恋歌を歌う~

5月13日(士)
市民会館

1， 0 0 0円

開催日
..6.. +8 -= ムあ
入場料

16 -

忍、三 ~:jJの
耐E一
言ど固;
カヨ
tB宅
金宙よ

5月13日
仕)

中地区公民館110 : 00'" 11 : 00 

-カずんば‘れ/盲導犬サーブ

.ホシガリ姫の冒険

(ア ニメ24分)
(アニメ23分)

視聴覚ラ イブラリー

(宮⑬3161 市コ ミセン内)

-またあえるねツバメ君

.野口英世

問い合わせ



ア
楽しいねページをめくる小さな手
第37固こども読書週間 (5月1日"'14日〉

平成7年 5月号

どこ

広報おおむら

図書館インフ方メーション

むかし語えほんのリストが
できました

-市立図書館ではO歳の赤ちゃんから本が借
りられます。 1人に 3冊、貨出期間 2週間、

無料ですD

どうぞご家族そろってお出かけください0

・小学6年生までが使用している子ども用の

貧出券 (水色)で一般室の本を借りること

ができるようになりました。

4図書館の玄関が自動ドアに
たくさんの本をかかえて、あ

るいは赤ちゃんを抱っこして、

ドアを手で開けなければならな

い不便さが、やっと解消しまし

た。

なんだか、図書館がちょっと

だけ広くなったような気分です。

市立図書館では「むかし話がいっぱしiJと

題して、日本のむかし話34冊、世界のむか

し話22冊、グリムのむかし話14問、合計70

問のむかし話絵本のリストを作りました。

このリストの絵本は、図書館にある絵本の

中から選びました。

図書館、情コミセン、中地区公民館、各

住民センタ で無料配布しています。

また、図書館の児

童室にリストの絵本

を集めて、「むかし話

えほんコーナー」を

作っていますので、

どうぞご利用くださ

しio

j

l
 

L
叩
品
川
W

4
6

F、
p

f

っ

4
M

、
話

'u

au 、
4
M
 
む

新
着
図
書
の
ご
案
内

通£

ιI 

「恢
復
す
る
家
族
」

大
江
健
三
郎
著

「
長
生
き
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
か
」

沖
藤
典
子
著

光
さ
ん
と
共
に
生
き
る
父
と
母
。

父
の
や
さ
し
い
文
と
、
母
の
暖
か

い
画
で
綴
る
魂
の
記
録
。
光
さ
ん

の
こ
と
を
中
心
に
、
筆
は
主
治
医

だ
っ
た
森
安
先
生
や
広
島
の
重
森

博
士
の
生
き
方
、
受
容
に
つ
い
て
、

と
広
が
り
を
も
っ
た
上
質
の
評
論

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

老
親
は
重
荷
で
す
か
?
介
護
は

家
族
が
す
る
も
の
と
決
め
つ
け
て

い
ま
せ
ん
か
?
退
院
し
て
も
自
宅

で
暮
ら
せ
な
い
老
人
を
預
る

「老

人
保
健
施
設
」
。

こ
こ
で
老
い
を

生
き
る
者
と
支
え
る
者
た
ち
の
ゆ

れ
動
く
人
生
模
様
を
描
い
た
感
動

の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

結
婚
願
望
症
候
群
か
ら
契
約
ス

チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
騒
ぎ
、
私
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
ま
で
、
「
人
生
は
2
度
お

い
し
い
」
の
視
点
か
ら
女
性
た
ち

の
今
を
描
く
最
新
エ
ッ
セ
イ
。

「
猫
の
時
間
」

林
真
理
子
著

〈
一
般
書
〉
素
敵
な
人
生
こ
う
し
て
つ
く
る
(
佐
藤
綾
子
著
)

/
少
年
時
代
上
・
下
(
ロ
パ

l
ト
・

R
・
マ
キ
ャ
モ
ン
著
)

/
薄
荷
草
の
恋
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
・
ラ
ブ
(
田
辺
聖
子
著
)
/

ピ
ア
ッ
シ
ン
グ
(
村
上
龍
著
)
/
続
続
そ
よ
風
と
き
に
は

つ
む
じ
風
(
池
部
良
著
)
/
君
を
送
る
(
赤
川
次
郎
著
)

開
館
時
間
火
曜
日
午
後
1
時
1
5時
、
水
曜
日

1
日
曜

日

午

前

9
時
1
午
後
5
時

休
館
日
月
曜
日
、
毎
月
お
日
、
祝
日

問
い
合
わ
せ
市
立
図
書
館
(
宮
⑫

2
4
5
7
)

新
規
購
入
教
材
の
お
知
ら
せ

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

新
た
に
凶
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
ロ

本、

V
T
R
6
本
を
購
入
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
学
校
や
老
人
会
、
子

ど
も
会
活
動
な
ど
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

(
日
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を

借
り
る
に
は
認
定
証
が
必
要
で

す
。
)

問
い
合
わ
せ
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー

(宮
⑬

3
1
6
1

市
コ
ミ

セ
ン
内
)

6本
題 名 時間(分)分 委員

わすれるもんか f 40 同和教育・アニメ

私は負けない 25 同和教育

友達のきもち 19 同和教育

友達の心の痛み 25 同和教育

おかあさんの木 22 平和教育・アニメ

十六地蔵物語 26 平和教育・アニメ

....VTR: 

題 名 時間(分)分 実真

ありときりぎりす 12 アニメ

きこりとヘルメス 12 アニメ

ランボーの秘密 15 アニメ

ホシガリ姫の官険 20 金銭教育園アニメ

野口英世 23 アニメ

くますのておきいしやさん 23 アニメ
ー なコンサート

金色のクジラ 25 アニメ

がんばれ子象の父通安全 17 安全教育・アニメパトロール

ひろし まのエノキ 24 平和教育・アニメ

ぼく学校はきらい 30 家庭教育

春ふたたび 30 高齢者教育

空高く夫婦とんぼ 30 高齢者教育

....16ミリ:12本
中
地
区
公
民
館
の
図
書
室
か
ら

中
地
区
公
民
館
の
図
書
室
で
は

図
書
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
書
・
絵
本
が
中
心
で
す
が
、

一
般
書
も
あ
り
小
学
1
年
生
か
ら

利
用
で
き
ま
す
。
登
録
に
は
印
か

ん
が
必
要
で
す
。

貸
出
期
間

1
回
2
週
間
以
内

貸
出
冊
数

1
回
3
冊
ま
で

貸
出
時
間
午
前
9
時
1
午
後
5

時
(
土
曜
日
は
午
後
2
時
ま
で
)

休
館
日
金
・
日
・
祝
祭
日

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮
⑬
1
3
7
6
)

ゥ，，



中
地
区
公
民
館

管

理

人

(
住
込
)

入
居
場
所
中
地
区
公
民
館

入
居
条
件
配
偶
者
ま
た
は
成
人

の
家
族
と
同
居
で
き
る
人
で
、
平

日
は
午
後
5
時
日
分
か
ら
翌
朝
8

時
初
分
ま
で
、
土

・
日
曜
、
祝
日

は
終
日
管
理
で
き
る
人

入
居
予
定
日

6
月
1
日
同

申
込
期
限

5
月
ロ
日
働

問
い
合
わ
せ
市
コ

ミ
セ
ン
(
宮

⑭
3
1
6
1
)
 

市営住宅入居者

種目IJ 住宅名 戸数 間取り 家賃 (月額・円)

1種 竹 松 2 3DK 17，000 

池 田 2 2K'3K 7 ， 800~12 ， OOO 

2l重

松並第一 1 3DK 23，300 
「初
戸五こ'L'
文王者
室 U対

空お
~公
む開
.0. 董普

E 崖

受
講
生

公
開
講
座

「初
級
・
古
文
書
を

読
む
会
」
で
す
。

藩
政
時
代
の
古
文
書
(
記
録

・

書
簡
)
を
読
ん
で
、
郷
土
の
歴
史

に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
毎
月
第
1
・
第
3
水
曜
日

(
た
だ
し
5
月
は
、
ロ
日

・
μ
日
)

午
後
2
時
1
4時

場
所

市
立
図
書
館
会
議
室

講
師

日
本
古
文
書
学
会
会
員

・

佐
竹
茂
先
生

申
込
期
限

5
月
9
日
例
必
着

受
講
料
無
料

(
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
は
実
費
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
性
別
・

電
話

申
込
期
限

5
月
刊
日
制

抽
選
日

5
月
四
日
働

午
前
日
時
初
分
1

入
居
日

6
月
1
日
嗣

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課
住
宅
係

番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

募
集
人
員

初
人
(
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
立
史
料
館
(
東
本
町
4
8
1

8
⑬
1
9
7
9
)
 

九 守¥
州 引
青¥; / 
年 ¥ノ
の
船

団
員

中
国
と
韓
国
の
実
情
参
読
や
両

国
青
年
と
の
交
流
に
よ
り
友
好
親

善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
船
内
生

活
を
共
に
し
な
が
ら
、
九
州
青
年

の
連
帯
を
深
め
ま
す
口

実
施
日

8
月
幻
日
目
1
9
月
7

日
嗣

(
ロ
日
間
)

訪
問
先

中
華
人
民
共
和
国
(
北

京

・
天
津
)、

ル
)
応
募
資
格
満
初
歳
か
ら
満
却
歳

ま
で
の
日
本
人
男
女

経

費

参

加
費
7
万
3
千
円
。
ほ

か
に
渡
航
手
続
き
費
、
事
前

・
事

後
研
修
費
な
ど
5
万
円
程
度
必
要

で
す
。

募
集
期
限

5
月
日
日
側

問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ

ン
(
宮

⑭
3
1
6
1
)
 大

韓
民
国
(
ソ
ウ

O子どもの部...小学 1年~中学 3年までの男女

O大人の部・・・高校生以上の男女

募集期限 5月 6日(土)

申し込み おおむら夏越まつり協賛会 (n⑫ 2
5 8 0) 

問い合わせ おおむ ら太鼓連

(n⑬880 3・田中)

-18-

o 

高
齢
者
健
康
づ
く
り

教
室

期
間

5
月
お
日
制
1
6
月
却
日

側
、
毎
週
木
曜
日

(
6
回
)

時

間

午

後
2
時
1
4
時

場
所

市
民
体
育
館
(
小
体
育
室
)

対
象

高
齢
者

内
容

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ほ
か

募
集
人
員

初
人

傷
害
保
険

1
人
4
0
0
円

申
込
期
限

5
月
初
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民

体
育
館
(
宮
⑬

1
5
5
2
)

※
申
し
込
み
は
傷
害
保
険
金
を
添

え
て
、
直
接
市
民
体
育
館
へ
来

て
く
だ
さ
い
。

※
市
民
体
育
館
は
毎
週
月
曜
日
は

休
館
で
す
。

ダ
ン
ス
一
愛
好
会

ト
ウ
イ
ン
ク
ル
大
村

A
-
E
E自
民

心
と
身
体
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
グ

健
康
と
若
さ
を
保
つ
た
め
第
一
歩

か
ら
社
交
ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
歳
は
若
く
な
り
ま
す
/

定
例
日

金
曜
日
、
午
後
1
時
1

3
時
場
所

市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月

額
3
、
0
0
0
円

講

師

川

島
義
輔
先
生

連
絡
先

永
野
(
宮
⑫

6
3
2
5
)

飯
笹
(
宮
⑬

2
4
0
4
)

長
崎
合
気
道
会
会
員

対
象
小
学
生
以
上
の
人
な
ら
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
。

練
習
日

毎
週
月

・
金
曜
日

場
所
市
武
道
館
1
階

(
消
防
署

裏
)
時

間

小

学
生
(
午
後
7
時
1
8

時
)
、
中
学
生
以
上
(
午
後
7
時

1
8時
初
分
)

問
い
合
わ
せ

林
田
(
宮
⑮

1
0

0
1
)
ま
た
は
、
直
接
武
道
館
へ

婦
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

初
心
者
の
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

練
習
日
毎
週
水

・
金
曜
日
、
午

前
日
時
1
午
後
1
時

場

所

市

営
テ
ニ

ス
コ
ー
ト



会

費

月

額
6
0
0
円

締
め
切
り

5
月
刊
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

緒
方
(
宮
⑬

1
9
6
5
)
ま
た

は
、
内
田
(
宮
⑮

7
9
3
5
)

太
極
拳
愛
好
会
会
員

対

象

一

般

練
習
日
毎
週
火
・
土
曜
日
、

午

後
7
時
1
9時

場
所
市
武
道
館
(
第
2
火
曜
日

は
市
コ
ミ
セ
ン
)

会

費

月

1
、
0
0
0
円

入
会
金

1
、
0
0
0
円

申
し
込
み
直
接
練
習
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
原
(
宮
⑫

4
6
9

チ
ロ
リ
ア
ン
ク
ラ
ブ

山
登
り
、
山
歩
き
の
好
き
な
人

を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

例
会
・
毎
月
1
回
近
く
の
山
を

歩
き
ま
す
・
年
数
回
の
登
山

年
会
費

3
、
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

る
⑬
1
3
1
7
)

寺
井

、
ご
左
吋
叶
川

E
l

パ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

平成7年 5月号

社
会
福
祉
基
金
へ

V
杢
尾
宏
治
(
岩
松
町
)
日
万
円

V
橋
口
哲
夫
(
松
並
1
丁
目
)
叩

万
円
V
御
厨
ハ
ル
子
(
久
原
2
丁
目
)

3
万
円

V
今
里
イ
ト
(
久
原
1
丁
目
)
5

万
円
V
川
添
慶
(
松
山
町
)
日
万
円

広報おおむら

(
敬
称
略
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
青
木
森
雄
(
協
和
町
)
叩
万
円

V
牛
島
光
(
古
町
2
丁
目
)
叩
万
円

中
央
公
民
館
へ

V
田
中
登
茂
喜
(
田
下
町
)
舞
台

照
明
機
材
一
式
初
万
円
相
当

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

、
ン
ョ
ン
へ

V
牛
島
光
(
古
町
2
丁
目
)
3
万
円

。
一
般
寄
付

市
立
病
院
へ

/
 
r
k
 

大
村
ラ
グ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
会
員

対
象
小
・

中
学
生

練

習

日

第
1
・
3
日
曜
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
事
務

局
(
吉
村
宮
⑭
1
0
2
4
)

兵
庫
県
南
部
地
震
災

害

(阪
神
大
震
災
)義

援

金
を
被
災
地
ヘ

¥
3
月

2
日
1
4
月
3
日

/

/
市
受
付
八
刀
・
敬
称
略
¥

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
(
阪
神

V
高
野
良

一
(
赤
佐
古
町
)
槙
の

木
の
植
え
込
み

一
式

社
会
福
祉
基
金
へ

V

ス
リ
l
ズ
洋
菓
子
庖

1
2万
1

千
2
5
0
円

郡
中
学
校
へ

V
郡
中
学
校
P
T
A
平
成
6
年
度

卒
業
生
保
護
者
一
同

1
パ
イ
プ
椅

子
お
万
円
相
当

中
央
小
学
校
へ

V
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
H
H
応
接

用
長
椅
子
ロ
万
3
千
円
相
当

V
中
央
小
学
校
平
成
6
年
度
卒
業

生
保
護
者
一
同
H
H
折
畳
椅
子
日
万

6
千
円
相
当

中
央
幼
稚
園
へ

V
中
央
幼
稚
園
平
成
6
年
度
卒
園

大
震
災
)
発
生
以
来
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
心
温
ま
る
義
援

金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部
を
通

じ
て
被
災
地
へ
届
け
ま
し
た
。

①
義
援
金
総
額

(
4
月
3
日
現
在
)

2
4
0
0
6
3
5
6
円

同
大
村
設
備
工
業
、
制
大
村
設
備

工
業
職
員

一
同、

側
池
田
産
業
・

側
雄
輝
従
業
員

一
同
、
大
村
囲
碁

セ
ン
タ
ー
、

い
ま
む
ら
酒
庖
来
客

一
向
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
氏
福

治
昭
、
森
、
お
お
む
ら
太
鼓
連
日

周
年
実
行
委
員
会
、
モ
ー
ド
タ
カ

児
保
護
者

一
同
1
保
育
遊
具
幻
万

6
千
円
相
当

西
大
村
幼
稚
園
へ

V
西
大
村
幼
稚
園
P
T
A
I
ロ
グ

ハ
ウ
ス
ほ
か
訂
万
円
相
当

う
ぐ
い
す
の
正
へ

V
松
尾
夕
子
(
水
主
町
2
丁
目
)

手
づ
く
り
お
手
玉
1
0
0
個

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)

慰
問
V
中
尾
勝
美
(
木
場
2
丁
目
)
長

持
ち
一
竿

V
太
田
美
千
枝
(
長
崎
市
昭
和
町
)

1
万
円

泉
の
里
へ

V
わ
か
ば
保
育
園
H
H
慰
問
・
ま
ん

じ
ゅ
う
・
花
束

キ
、
大
川
田
町
子
ど
も
会
、
大
村

浜
屋
職
員
お
よ
び
来
庖
者
、
平
坂

正
文
、
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
来
客
一

同
、
附
み
つ
る
興
産
、
大
村
水
上

ゴ
ル
フ
、
松
並
2
丁
目
子
ど
も
会
、

近
代
企
業
研
究
会
、
側
ゼ
ン
チ
ク

長
崎
営
業
所
職
員
一
向
、
郡
中
学

校
平
成
6
年
度
卒
業
生
一
同
、
み

つ
る
グ
ル
ー
プ
本
部
来
客
一
同
、

パ
ー
ラ
ー

M
来
客
一
同
、
パ
ー
ラ

ー
M
2
来
客

一
同
、
パ
ー
ラ
ー

M

3
来
客
一
向
、
み
つ
る
長
崎
庖
来

客
一
同
、
サ
l
テ
ィ
l
ワ
ン
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
来
客
一
向
、
ベ
ッ
テ

ィ
・
ク
ラ
ブ
来
客
一
向
、
み
つ
る

三
川
内
庖
来
客
一

同
、
中
央
公
民

館
利
用
グ
ル
ー
プ
代
表
者
連
絡
協

議
会
、
久
保
智
子
、
中
地
区
公
民

V
大
川
田
老
人
会

l
奉
仕

V
大
村
吟
道
会
l
慰
問
・
タ
オ
ル
・

マ
ル
ボ
1

ロ

V
立
正
佼
成
会
H
H
供
養

V
永
測
屋

1
ま
ん
じ
ゅ
う

慈
恵
荘
へ

V
中
村
次
男
(
久
原
2
丁
目
)
花

士
千
介
事
w
，
V
板
橋
養
鶏
所
l
冷
凍
卵

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
手
芸
教

室
指
導

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
2
丁
目
)

車
椅
子
磨
き

V
松
永
シ
ズ

エ
(
松
並
1
丁
目
)
ほ
か

生
花
教
室
指
導

V
楠
啓
二

(
西
大
村
本
町
)
理
容

奉
仕

館
定
例
利
用
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
、
竹
松
住
宅
子
ど
も
会
、
萱
瀬

地
区
町
内
会
長
会
、
田
中
政
次
郎、

福
重
敏
男
、
森
亘

日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部
に
義

援
金
を
渡
す
大
村
市
町
内
会
長
会

連
合
会
会
長
上
野
類
作
さ
ん
同

(
3
/
げ
・
県
庁
内
)

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

V
塩
入
ミ
ス
(
大
川
田
町
)
5
万

円V
増
田
マ
サ
(
須
田
ノ
木
町
)
日

万
円
V
平
野
ヤ
エ
(玖
島
2
丁
目
)
2

万
円
V
東
彼
杵
町
婦
人
会
l
慰
問

V
千
々
石
町
婦
人
会
H
H
慰
問

V
帰
ピ
ュ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

l
チ

ョ
コ
レ
ー
ト

三
彩
の
里
へ

V
北
陽
台
高
校
1
1
万
円

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
松
尾
ヨ
シ
カ
(
岩
松
町
)
米
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おレジター511 
5
月
は
、
軽
自
動
車
税
と
固
定
資
産
税
(
1期
)
の
納
期
で
す
。

(納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 14日 当番医
1日 市コミセン 9 : 30~ II :00 

(日)
(内・呼)ともなが内科クリニック杭出津2丁目 宮⑭5000

(月)
⑮母子健康手帳、ズボン (皮・泌)黒木医院 西大村本町 E⑭0211 
一般健康相談 市役所 13 : 00~ 16:00

16(火日) ⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 乳幼児健康相談 鈴回出張所 ③9: 30~ 11 :00 

2(火日) 乳幼児健康相談 福重出張所 ⑧13:30~ 1 5:00 1?日 妊婦教室(2)中地区公民館 13 : 00 ~ 16 : 00 
(水) ⑮母子健康手帳、ズボン

3日 当番医
(小) 出口小児科医院諏訪3丁目 宮⑫⑬2252 3歳児健康診査 大村保健所

(水・祝) (外・内)田崎医院 古町1丁目 宮 1234 ⑧9: 15~9:45 、 1 3 :OO~ 13 :30 

18日 ⑮平成3年11 月 生 ま れ (平成 3年 5月 ~ 1 0

48 当番医 (本)
月生まれで、まだ受けていない人も受診

(木・祝)
(小) 須田小児科医院 植松3丁目 宮⑭⑫7200 してください)
(外・内)佐藤外科医院 杭出津2丁目宮 3070 ⑮母子健康手帳、問診票

5日 当番医
定期巡回献血 市役所 9:30~12:00

(金・祝)
(小) 田川小児医院 東本町 宮⑫4000 2(0土B) 耳とことばの相談 福祉センター 13:OO~ 15: 00 
(整)松永整形外科医院西大村本町宮⑬5864ft自⑫4300

21日 当番医
ワ日 当番医 (日)

(内・小)与那城医院 池田新町 宮⑬5575

(日)
(内・小)琴尾医院 束三城町 宮⑫2056 (整) 橋口整形外科医院 竹松本町 宮⑬8739
(眼) みね眼科 東本町 宮⑭3011

乳幼児健康相談 三浦出張所

ことばの教室 市コミセン 13 : 30~16:00 22日 ②9 : 30~ 11 :00 

8日 (初めての人は、健康増進課まで電話で申 (月) ことばの教室 市コミセン 13: 30~ 16 :00 

(局)
し込んでください) ⑮⑮… 8日(月)と同じ

⑮母子健康手帳、 ⑮ことばの発達などが 24日 妊婦教室(3)中地区公民館 13:30~16:00 
気になる幼児

(水) ⑮母子健康手帳

9日 乳幼児健康相談 市コミセン 25日 機能訓練根気の会 市コミセン 10:OO~ 13 :00 
⑧9:30~11 :00、13:30~ 15 :00 

(火) ⑮離乳食教室 10:30~15:00 
(木) ⑮調理実習

10日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13: 30~ 16: 00 
1歳6か月児健康診査 市コミセン

(水) ⑮母子健康手帳 268 ③13:00~ 1 3:30 
⑮⑮...12日己主)と同じ

11日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~ 15: 30 (金) 成人の健康相談 福祉セン タ ー 13:00~1 5 : 00

(本) ⑮風船バレー、 言語訓練 ⑮⑮-一12日(金)と同じ

妊婦教室(5) 市コミセン 9:30~13:00 28日 当番医
⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁 (日)

(内) 近藤医院 東本町 宮⑭⑭01166 

成人の健康相談 福祉センター 13:00~15 :00 (外・胃)中国外科目腸科 古賀島町 宮 083 

12日 ⑮40歳以上⑮血圧i<<IJ定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 31日 妊婦教室(4)中地区公民館 13 :30~ 16 :00 

(金)
1歳6か月児健康診査市コミセン (水) ⑮母子健康手帳
⑧13:00~ 13:30⑮平成5年10月生まれ(平成5年
5月 ~9月 生 ま れで、ま だ受けてい な い 人 も 受診 し 略号の説明 ⑮…対象 ②…受け付け ⑮…内容
てください)⑮母子健康手帳、問診票、 タオル、 ⑮...持ってくるもの

歯ブラシ 当番医の診療時間 9:00~18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所

宮
間
間

4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
ノ
第

一
印
刷
附

~-) 

人口の動き

4月1日現在

言十 78，849 
(-206) 

男 37，785
(- 109) 

女 41，064
(- 97) 

25，394 
(- 9) 

)は前月比

口

世帯数

人

，三主竺Jζ
-:r下 一、、.-'

( ---";y犬二4 、
，');品、ぶ宗==--; ... 

4準認ゐ

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談くださ い。

人権相談 ( 9日・火 10: 00~15 : 00) 
行政相談 (11日・木 9: 30~ 12 : 00) 

法律相談 (17日・水 10: 00~15 : 00) 
(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)
受通事故相談 (23日 ・火 10: OO~ 16 : 00) 

年金相談 (24日 ・水 10: 00~ 1 5 : 00) 

不動産相談 (26日・金 13: 00~16 : 00) 
※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはいたしません)。

5
月
の
定
例
相
談
日
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「広報おおむら」は再生紙

(古紙40%)を使用しています。

西スポ杯5月の大村ポー ト 5 日 ま でGW特選(日刊杯)、 11 日 ~15 日

争奪・キャロッ ト 杯、 19 日 ~23 日、 28 日 ~29 日・ 笹川賞場外
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